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16. Takashima S, Kato J, Hiraoka S, Nakarai A, Takei D, Inokuchi T, Sugihara Y, Takahara M, Harada K, 
Okada H, Yamamoto K: Evaluation of mucosal healing in ulcerative colitis by fecal calprotectin versus 
fecal immunochemical test. DDW2015, 2015.5.16, Washington DC, USA. 

17. Inokuchi T, Kato J, Hiraoka S, Takashima S, Takei D, Nakarai A, Sugihara Y, Kawano S, Harada K, 
Okada H, Yamamoto K: Fecal immunochemical test versus fecal calprotectin for prediction of mucosal 
healing in Crohn’s disease. DDW2015, 2015.5.17, Washington DC, USA. 

18. Hiraoka S, Inokuchi T, Takei D, Nakarai A, Sugihara Y, Morito Y, Takahashi S, Harada K, Okada H, 
Yamamoto K, Kato J. Tacrolimus therapy for outpatients with refractory ulcerative colitis. DDW2015, 
2015.5.19, Washington DC, USA 
 

ｂ）シンポジウム，パネルディスカッション，学術講演等 

1. 川路祐輝、山下泰伸、一瀬雅夫：造影 EUS による膵腫瘍の鑑別. 第 95 回日本消化器内視鏡学会近畿地方

会 2015.11.7 大阪 

2. 吉田岳市 加藤順 一瀬雅夫:H.pylori 感染胃炎と除菌後の胃がん発生 – 健常者の長期追跡研究.  第

101 回日本消化器病学会総会 2015.4.23. 仙台 

3. 吉田岳市 一瀬雅夫: H.pylori 除菌後の胃癌発生リスク. JDDW2015: 2015.10.10. 東京 

4. 森畠康策、出口久暢、一瀬雅夫：ビデオワークショップ 異所性静脈瘤の臨床背景と治療成績．第 89 回日

本消化器内視鏡学会総会 2015.5.30. 名古屋 

5. 森畠康策，井口幹崇，一瀬雅夫：パネルディスカッション 京都分類を用いた早期胃癌内視鏡治療後の２

次発癌リスク評価. JDDW2015 2015.10.9 東京 

6. 上野昌樹，玉井秀幸，速水晋也，山口俊介，新垣直樹，森良幸，川井学，廣野誠子，岡田健一，山上裕樹：

シンポジウム 腫瘍マーカーの陽性度に基づいた単発・５cm・Child-Pugh A の肝細胞癌における手術と

RFA の治療成績の比較．第 51 回日本肝癌研究会．2015.7.24．神戸市 

7. 奴田絢也、玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、前嶋秀哉、清水 遼、森畠康策、村木洋介、井上 泉、前北

隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：シンポジウム ソナゾイド造影エコークッパーイメージを用いた

肝細胞癌の悪性度評価．第 51 回日本肝癌研究会．．2015.7.24. 神戸市 

8. 井上泉、加藤順、一瀬雅夫：ワークショップ 大腸腫瘍リスク増加に対する腸内細菌の影響. JDDW2015 (第

90 回日本消化器内視鏡学会総会) 2015. 10 東京 

9. 井上泉、前北隆雄、玉井秀幸、一瀬雅夫：シンポジウム Helicobacter pylori 感染胃炎に伴う大腸腫瘍

リスク増強に関連する腸内細菌の影響. 第 46 回日本消化吸収学会総会 2015. 11 東京 

10. Hiraoka S, Nakarai A, Kato J．Treatment strategy of ulcerative colitis using fecal immunochemical 

test. （ＪＤＤＷ2015), 2015.10.10 東京 

 

その他 

1. 加藤順：潰瘍性大腸炎とクローン病の理解と日常生活の注意点 難病患者医療相談事業 2015.1.14 橋本保

健所 

2. 加藤順：免疫学的便潜血定量法の具体的な活用方法と工夫 IBD 最新情報報告会 2015.1.21 東京 

3. 加藤順：IBD を診る技術とそのトレーニング 岡山 IBD エキスパートミーティング 2015.1.30 岡山市 

4. 加藤順：IBD を診る技術とそのトレーニング 第 33 回 IBD club in Hamamatsu 2015.1.31 浜松市 

5. 加藤順：IBD をちゃんと診られる医者が少ないなかで，どのように製品を PR するべきか？ JIMRO 社内講

演会 2015.2.10 大阪市  

6. 加藤順：IBD 診療の基本 消化器疾患検討会 2015.2.27 田辺市 

7. 加藤順：潰瘍性大腸炎とクローン病の治療と日常生活について 難病患者医療相談事業 2015.2.28 海南

保健所 

8. 加藤順：クローン病のはなし 第二回クローン病教室 2015.3.14 和歌山県立医大 

9. 加藤順：炎症性腸疾患について 大塚製薬工場社内講演会 2015.5.28 和歌山市 

10. 加藤順：IBD の診療技術と臨床研究 第 17 回広島消化管疾患治療研究会 2015.6.9 広島市 



11. 加藤順：IBD のエビデンスと日常診療 熊本 IBD セミナー 2015.6.25 熊本市 

12. 加藤順：炎症性腸疾患について エーザイ社内講演会 2015.7.15 和歌山市 

13. 加藤順：専門医でなくてもできる IBD 診療とその限界 IBD を語る会 2015.7.30 岩出市 

14. 加藤順：潰瘍性大腸炎診療の勘所 IBD セミナーin 羽島 2015.9.25 岐阜市 

15. 加藤順：IBD 診療におけるナラティブ 第 3 回高知 IBD seminar 2015.10.17 高知市 

16. 加藤順：疾患活動性の評価法 JSIBD 教育セミナー 2015.11.3 東京 

17. 加藤順：炎症性腸疾患 とくにクローン病について ゼリア新薬社内講演会 2015.11.6 堺市 

18. 加藤順：潰瘍性大腸炎の治療方針 田辺三菱製薬社内講演会 2015.12.8 和歌山市 

19. 森良幸 肝がんになっても長生きするために 世界肝炎デーin 和歌山 2015 県民公開講座 2015.8.2 

和歌山 

20. 前北隆雄：上部消化管診療における注意点 ～診断と治療の変遷～ みなべ消化器疾患勉強会 -タケキャ

ブ発売記念講演会- みなべ町 2015.02.26 

21. 前北隆雄：上部消化管診療における注意点 ~診断と治療の変遷~ 有田市医師会学術講演会 有田市 

2015.08.26 

22. 前北隆雄：梅の実摂取習慣による 上部消化管症状改善効果 和歌山市医師会学術講演会 和歌山市 

2015.08.29 

23. 前北隆雄：上部消化管診療における診断と治療の現状 第 45 回有田医師会学術講演会 有田市 

2015.11.26 

24. 玉井秀幸：「肝がん根治的治療後の長期生存を目指して」肝疾患学術講演会. 2015.1.29. 和歌山市 

25. 魚海明美：「肝疾患相談支援センターと患者教育」第 1 回病薬連携セミナー. 2015.2.6. 和歌山市 

26. 魚海明美：「肝疾患相談支援センターと患者教育」伊都薬剤師会研修会. 2015.3.19. 紀の川市 

27. 瀧 真也：「当科におけるインターフェロンフリー治療の現況」和歌山県ウイルス性肝炎セミナー. 

2015.4.16. 和歌山市 

28. 玉井秀幸：「ウイルス性肝炎の最新治療と感染者の救済」日高医師会学術講演会. 2015.5.19. 御坊市 

29. 玉井秀幸：「ウイルス性肝炎の最新治療と感染者の救済」第 12 回 ORANGE 消化器勉強会. 2015. 6.25. 和

歌山市 

30. 玉井秀幸：「ウイルス性慢性肝炎の最新治療」和歌山市東部地区連携セミナー. 2015.5.28. 和歌山市 

31. 魚海明美：「ウイルス性慢性肝炎と感染者の救済について」和歌山市東部地区連携セミナー. 2015.5.28. 和

歌山市 

32. 新垣直樹：「当院における HBV 再活性化の検討」和歌山 B 型肝炎セミナー. 2015.6.11. 和歌山市 

33. 玉井秀幸：「肝細胞癌根治的治療後の長期生存をめざして」第 22 回大阪肝疾患ミーティング. 2015.6.13. 

大阪市 

34. 玉井秀幸：「C 型肝炎治療、今後の展望」Abbvie 社内学術講演会. 2015.7.30. 和歌山市 

35. 新垣直樹：「肝硬変の診断と慢性肝不全の最新治療」世界肝炎デー in 和歌山 2015県民公開講座. 2015.8.2. 

和歌山市 

36. 森良幸：「肝がんになっても長生きするために」世界肝炎デー in 和歌山 2015県民公開講座. 2015.8.2. 和

歌山市 

37. 玉井秀幸：「ウイルス性肝炎は飲み薬で治す－あなたに適した治療は－」世界肝炎デー in 和歌山 2015 県

民公開講座. 2015.8.2. 和歌山市 

38. 魚海明美：「肝炎ウイルス感染者を救済するために」世界肝炎デー in 和歌山 2015県民公開講座. 2015.8.2. 

和歌山市 

39. 玉置哲也：「当院におけるソバルディ治療の現状」ソバルディ®錠/ハーボニー®錠和歌山発売記念講演会. 

2015.9.3. 和歌山市 

40. 玉井秀幸：「経口抗 C 型肝炎ウイルス治療の幕開け－慢性腎不全患者の治療は？－」腎臓病と肝蔵病 病

診連携セミナー.2015.9.24. 和歌山市 

41. 魚海明美：「ウイルス性慢性肝炎と感染者の救済について」腎臓病と肝蔵病 病診連携セミナー.2015.9.24. 

和歌山市 



42. 玉井秀幸：「経口抗 C 型肝炎ウイルス薬治療の選択と注意点」Liver Conference in Wakayama. 2015.10.1. 

和歌山市 

43. 魚海明美：「より円滑な肝疾患診療連携を目指して」Liver Conference in Wakayama. 2015.10.1. 和歌山

市 

44. 玉井秀幸：「ウイルス性慢性肝炎は飲み薬で治す」医療従事者向けウイルス性肝炎治療研修会.2015.10.22. 

御坊市 

45. 魚海明美：「ウイルス性慢性肝炎と患者救済」医療従事者向けウイルス性肝炎治療研修会.2015.10.22. 御

坊市 

46. 玉井秀幸：「エンテカビル治療中の B 型慢性肝炎に対するペグインターフェロンα-2a 上乗せ治療」和歌山

県 B 型肝炎治療セミナー. 2015.11.6. 和歌山市 

47. 玉井秀幸：「肝がんで患者を死なせないために我々は何をすべきか」第 6 回泉州肝炎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ（CHS）

2015.11.26. 和泉佐野市 

48. 玉井秀幸：「肝がんになっても長生きするために」2015 年度肝臓学会市民公開講座.2015.11.29.和歌山市 

49. 玉井秀幸：「抗 C 型肝炎ウイルス薬の選択と注意点」和歌山県病院薬剤師会研修会.2015.12.17. 和歌山市 

 

50. ｃ）全国学会 

51. 川路祐輝、上田和樹、田村崇、奴田絢也、糸永昌弘、山下泰伸、前田浩輝、井上泉、前北隆雄、井口幹崇、

玉井秀幸、加藤順、一瀬雅夫：膵腫瘍における造影 EUS の有用性. 第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 

2015.5.31 名古屋 

52. 山本 康英，井口 幹崇，仲地 健一郎，吉田 岳市，森畠 康策，丹羽 徹，出口 久暢，井上 泉，前北 隆

雄，玉井 秀幸，加藤 順，一瀬 雅夫：出血 high-risk 症例における胃内視鏡的粘膜下層切開剥離術後出

血と 2nd look 内視鏡の意義 第 90 回日本消化器内視鏡学会総会 

53. 山下泰伸、上田和樹、川路祐輝、糸永昌弘、井上 泉、前北隆雄、井口幹崇、玉井秀幸、加藤 順、一瀬

雅夫：ダブルバルーン内視鏡を用いた術後再建腸管例に対するＥＲＣＰの検討．第 112 回日本内科学会総

会 2015.4.10. 京都 

54. 山下泰伸、上田和樹、川路祐樹、田村 崇、糸永昌弘、森畠康策、丹羽 徹、井上 泉、前北隆雄、井口

幹崇、玉井秀幸、加藤 順、一瀬雅夫：GIST における造影 EUS の有用性．第 101 回日本消化器病学会総会 

2015.4.25. 仙台  

55. 山下泰伸・上田和樹・川路祐輝・糸永昌弘・井上 泉・前北隆雄・井口幹崇・玉井秀幸・加藤 順・一瀬

雅夫：生検鉗子によるガイドワイヤー把持法の胆管生検における有用性. JDDW2015 2015.10.10. 東京 

56. 吉田岳市 一瀬雅夫：Helicobacter pylori(Hp)感染胃炎の活動度および萎縮性胃炎進展により決定され

る胃癌発生リスク. 第 112 回日本内科学会総会  2015.4.10  京都 

57. 中沢和之、新垣直樹、前北隆雄、文野真樹、榎本祥太郎、森良幸、太田有紀、一瀬雅夫：大腸癌に対する

Bevacizumab/FOLFOX-XEROX 治療中に心不全を発症した 2 例. 第 89 回日本消化器内視鏡学会総会 P-219  

2015.05.31 名古屋 

58. 前北隆雄、加藤順、中谷由紀彦、井口幹崇、榎本祥太郎、高野江麻、中谷剛、仲地健一郎田伏弘行、吉田

岳市、前田義政、森畠康策、新垣直樹、丹羽徹、出口久暢、井上泉、玉井秀幸、一瀬雅夫：上部消化管内

視鏡検査において「フコイダン含有くもり止め」は「非イオン系界面活性剤含有くもり止め」の代わりと

なりうるか？. 第 23 回 JDDW 2015（第 90 回 日本消化器内視鏡学会） 内 P-332, 2015.10.09 東京 

59. 玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、前嶋秀哉、清水 遼、奴田絢也、森畠康策、村木洋介、井上 泉、前北

隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：エンテカビル治療中の B 型慢性肝炎に対する低用量ペグインター

フェロンα-2a 上乗せ治療．第 51 回日本肝臓学会総会．2015.5.21．熊本市 

60. 奴田絢也、玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、前嶋秀哉、清水 遼、森畠康策、村木洋介、井上 泉、前北

隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：ソナゾイド造影エコークッパーイメージを用いた肝細胞癌の悪性

度評価．第 51 回日本肝臓学会総会．2015.5.21．熊本市 

61. 松下 裕、新垣 直樹、森 良幸、井上 泉、井上良子、中塚賢一、森井眞治、瀧口良重、大石博晃、玉

井秀幸：C 型肝炎症例における剪断弾性波速度測定に及ぼす肥満の影響．第 88 回日本超音波医学会総会． 



2015.5.23. 東京都 

62. 瀧口良重、新垣直樹、森 良幸、井上 泉、松下 裕、井上良子、中塚賢一、森井眞治、大石博晃、玉井

秀幸：Acoustic Radiation Force Impulse（ARFI）を用いた肝線維化診断に影響する因子．第 88 回日本

超音波医学会総会．2015.5.23. 東京都 

63. 瀧 真也、玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、森畠康策、前田義政、丹羽 徹、井上 泉、前北隆雄、井口

幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：アスナプレビル・ダグラタスビル併用療法における早期ウイルス学的効果の

予測因子．JDDW2015．第 57 回日本消化器病学会大会．2015.10.8．東京都 

64. 井上泉、加藤順、一瀬雅夫：HP 感染/HP 感染胃炎による大腸腫瘍リスク増加の発生部位による影響. 

JDDW2015 (第 90 回日本消化器内視鏡学会総会) 2015.10 東京 

 

ｄ）地方学会 

1. 川路祐輝、山下泰伸、田村崇、糸永昌弘、前田浩輝、上田和樹、井上泉、前北隆雄、井口幹崇、玉井秀幸、

加藤順、一瀬雅夫：2 型自己免疫性膵炎の 1 例. 第 103 回日本消化器病学会近畿地方会 2015.9.26 大阪 

2. 丹羽麻也子、玉井秀幸、出口久暢、森 良幸、森畠康策、新垣直樹、井上 泉、前北隆雄、井口幹崇、加

藤 順、内木佳代子、内田義人、持田 智、一瀬雅夫 : 妊娠中に発症した Genotype C による B 型急性肝

炎が慢性肝炎に進行した 1 例．第 41 回日本肝臓学会西部会 2015.12.3 名古屋 

3. 山本康英，井上泉，加藤順：当院における炎症性腸疾患関連発癌症例の検討 日本消化器病学会近畿支部

第 102 回例会 

4. 西本正幸，森畠康策，山本康英，仲地健一郎，山下泰伸，田伏弘行，森良幸，前田義政，新垣直樹，出口

久暢，丹羽徹，井口幹崇，井上泉，前北隆雄，玉井秀幸，加藤順，一瀬雅夫：空腸静脈瘤に対しダブルバ

ルーン内視鏡を用いて EIS を行った一例. 日本消化器病学会近畿支部第 103 会例会 2015.9.26  

5. 桑島史明、玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、森畠康策、前北隆雄、井口幹崇、一瀬雅夫：動脈門脈シャン

トによる遠肝性門脈血流を来した重症アルコール性肝炎の一例. 日本超音波医学会 第 42回関西地方学術

集会 2015.9.26 大阪 

6. 山下泰伸・上田和樹・川路祐輝・糸永昌弘・井上 泉・前北隆雄・井口幹崇・玉井秀幸・加藤 順・一瀬

雅夫：内視鏡的截石に難渋した 1 例と同様な症例に対して内視鏡的乳頭ラージバルーン拡張術が有用であ

った１例．第 207 回日本内科学会地方会 2015.3.7 大阪 

7. 山下泰伸、上田和樹、一瀬雅夫：ワークショップ「GIST における造影超音波内視鏡の有用性」第 95 回日

本消化器内視鏡学会近畿支部例会 2015.11.7 大阪 

8. 中沢和之、文野真樹、新垣直樹、前北隆雄、榎本祥太郎、太田有紀、一瀬雅夫：左横隔膜下膿胸をきたし

た総胆管結石に伴う胆管穿破の 1 例. 日本消化器病学会近畿支部第 102 回例会 2015.02.21 京都 

9. 中沢和之、文野真樹、新垣直樹、前北隆雄、榎本祥太郎、太田有紀、西村道彦、一瀬雅夫：化学療法が奏

功した胃原発扁平上皮癌の 1 例. 日本消化器内視鏡学会近畿支部第 94 回支部例会 2015.06.20 大阪 

10. 中沢和之、新垣直樹、前北隆雄、太田有紀、文野真樹、西村道彦、一瀬雅夫：大腸癌に対する

Bevacizumab/FOLFOX 治療中に虚血性大腸炎を発症した 1 例. 日本消化器病学会近畿支部第 103 回例会 

2015.09.26 大阪 

11. 中沢和之、新垣直樹、前北隆雄、文野真樹、太田有紀、西村道彦、廣川佳織、一瀬雅夫：イブプロフェン

服用後に発症した胃切除後 B-II 吻合部体側空腸 Dieulfoy 様潰瘍の 1 例.  日本消化器内視鏡学会近畿支

部第 95 回支部例会 2015.11.07 大阪 

12. 桑島 史明、森良幸、玉井秀幸、新垣直樹、森畠康策、前北隆雄、井口幹崇、一瀬雅夫：動脈門脈シャン

トによる遠肝性門脈血流を来した重症アルコール性肝炎の一例．第 42 回日本超音波医学会関西地方会．

2015.9.25．大阪市 

13. 丹羽麻也子、玉井秀幸、出口久暢、森 良幸、森畠康策、新垣直樹、井上 泉、前北隆雄、井口幹崇、加

藤 順、内木佳代子、内田義人、持田 智、一瀬雅夫：妊娠中に発症した Genotype C による B 型急性肝

炎が慢性肝炎に進行した 1 例．第 41 回日本肝臓学会西部会．2015.12.3．名古屋市 

14. 高尾政輝、玉井秀幸、新垣直樹、森 良幸、森畠康策、井上 泉、前北隆雄、井口幹崇、加藤順、一瀬雅

夫：フルダラビンを用いた化学療法終了 2 年後に de novo B 型肝炎を発症したの慢性リンパ性白血病の 1



例．第 41 回日本肝臓学会西部会．2015.12.3．名古屋市 

 

ｅ）研究会，その他 

① 研究会 

1. 川路祐輝、山下泰伸、田村崇、糸永昌弘、前田浩輝、上田和樹、井上泉、前北隆雄、井口幹崇、玉井秀幸、

加藤順、一瀬雅夫：自己免疫性膵炎について. 第 13 回 ORANGE 消化器勉強会 2015.11.12 和歌山 

2. 川路祐輝、上田和樹、田村崇、奴田絢也、糸永昌弘、山下泰伸、前田浩輝、前北隆雄、井口幹崇、玉井秀

幸、加藤順、一瀬雅夫：ダブルバルーン内視鏡を用いた術後再建腸管例に対する ERCP の検討. 第 20 回

和歌山内視鏡治療研究会（WAKA-TEC） 2015.2.28 和歌山 

3. 出口久暢：食道・胃静脈瘤の内視鏡治療．消化器病フォーラム in 和歌山 2015.1.30 和歌山 

4. 山本康英 森畠康策 加藤順：IBD club jr 多数の薬剤、食物に副作用・アレルギー反応を呈し治療に

難渋している小児クローン病の 1 例. 

5. 山下泰伸、上田和樹、糸永昌弘、森 良幸、新垣直樹、井上 泉、前北隆雄、井口幹崇、玉井秀幸、加藤 

順、一瀬雅夫：膵腫瘍における造影 EUS の有用性．第 28 回 日本腹部造影エコー・ドプラ診断研究会 

2015.4.4.札幌 

6. 井口幹崇：和歌山市胃がん検診精度管理に係る研修会 2015.2.26 和歌山市 

7. 井口幹崇：和歌山市胃がん検診精度管理に係る研修会 2015.３.７ 和歌山市 

8. 井口幹崇：「酸関連疾患，最近の話題」新宮・東牟婁郡・紀南医師会，2015.8.27 和歌山 

9. 井口幹崇：「抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン」第 28 回南大阪臨床消化器病研究会

2015.7.9. 大阪 

10. 井口幹崇：第５回関西消化器内視鏡ライブコース，コメンテーター 2015.11.29. 大阪 

11. 前北隆雄、加藤 順、中沢和之、井口幹崇、山本康英、仲地健一郎、田伏弘行、吉田岳市、森 良幸、前田

義政、森畠康策、新垣直樹、丹羽 徹、出口久暢、井上 泉、玉井秀幸、一瀬 雅夫：胃瘻は動く？ 第 1

回和歌山消化器疾患フォーラム 2015.01.17 和歌山 

12. 前島秀哉、玉井秀幸、新垣直樹、森 良幸、森畠康策、村木洋介、前北隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬

雅夫：ソナゾイド造影超音波ガイド下肝腫瘍生検の有用性．第 28 回日本腹部造影エコー・ドプラ診断研

究会．2015.4.4．札幌市 

13. 玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、前嶋秀哉、清水 遼、奴田絢也、前田義政、森畠康策、丹羽 徹、井上 

泉、前北隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：エンテカビル治療中の B 型慢性肝炎に対するペグインタ

ーフェロンα-2a 上乗せ治療．第 27 回和歌山肝疾患研究会．2015.11.7. 和歌山市 

14. 奴田絢也、玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、前島秀哉、清水 遼、前田義政、森畠康策、丹羽 徹、井上 

泉、前北隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：ソナゾイド造影エコークッパーイメージを用いた肝細胞

癌の悪性度評価．第 27 回和歌山肝疾患研究会．2015.11.7. 和歌山市 

15. 瀧 真也、玉井秀幸、森 良幸、新垣直樹、前田義政、森畠康策、丹羽 徹、井上 泉、前北隆雄、井口

幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：アスナプレビル・ダグラタスビル併用療法における早期ウイルス学的効果の

予測因子．第 27 回和歌山肝疾患研究会．2015.11.7. 和歌山市 

16. 桑島史郎、玉井秀幸、森 良幸、前島秀哉、新垣直樹、前田義政、森畠康策、丹羽 徹、井上 泉、前北

隆雄、井口幹崇、加藤 順、一瀬雅夫：動脈門脈シャントによる遠肝性門脈血流を来した重症アルコール

性肝炎の一例．第 27 回和歌山肝疾患研究会．2015.11.7. 和歌山市 

 

ｆ）研究費交付状況 

1. 一瀬雅夫：平成 27 年度厚生労働科学研究費 革新的がん医療実用化研究事業「高精度エピゲノム胃がん

リスク診断の確立と多層的食道がんリスク診断の開発 

2. 一瀬雅夫：平成 27 年度がん研究開発費 エピジェネティクスを標的とした予防・診断・治療法開発基盤

の構築 

3. 加藤 順：平成 27 年度科学研究費助成事業 基盤研究 C 補助事業期間 平成 25-27 年度 

「胃酸分泌低下の腸内細菌叢への影響と腸管疾患との関連」 



4. 玉井秀幸：平成 27 年度厚生労働科学研究費 肝炎等克服緊急対策研究事業 分担研究 ：慢性ウイルス

性肝炎の病態把握（重症度・治療介入時期・治療効果判定・予後予測）のための非侵襲的病態診断アルゴ

リズムの確立 

5. 井口幹崇：平成 27 年度科学研究費助成事業 基盤研究 C 補助事業期間 平成 26 年～29 年度  

「胃－腸－骨関連による骨の慢性炎症の解明」 

 


